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PyroNFC（パイロNFC) 
スマートフォンから設定できる 

小型放射温度計
取扱説明書
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一般仕様
測定温度範囲 

0 ～ 1000°C
出力
型式 PN151の場合： 

2 つの出力,  NFC経由で設定 
0-5, 1-5 又は 0-10 V DC 出力, 温度に対して比例出力, 
NFCを使用して、再スケーリング,及びオープンコレクタ警
報出力内蔵

型式 PN151K: タイプK熱電対出力

視野角 
15:1 (測定距離と測定径の比（D/S比）

精度 
読値の± 1.5%又は ± 1.5°C, どちらか大きい方

繰り返し精度 
読値の± 0.5% 又は ± 0.5°C, どちらか大きい方

応答時間, t90 
125 ms

パラメータ設定 
Android アプリ搭載の NFC-内蔵機器(例えばスマートフ
ォン又はタブレット)

放射率 
アプリ使用して設定

放射率設定範囲 
0.2 ～ 1.0

最大温度スパン (線形出力) 1000°C
最小温度スパン（線形出力） 100°C
測定波長 

8-14 μm
最大供給電圧 

28 V DC
最小供給電圧 (センサに対する) 

12 V DC (10 V 出力の場合) 
6 V DC (5 V又は熱電対出力の場合)

最大電流 
7 mA

暖機時間（PN151Kのみ）： 
パワーON後、測定開始前、10秒間待機ください。	

	
環境仕様	
保護等級 

IP65
使用周囲温度 

0°C ～ 80°C
使用相対湿度 

95% max. 結露しないこと
	
準拠規格	
電磁環境規格適合 (EMC) 

EN61326-1, EN61326-2-3 (Electrical Equipment for 
Measurement, Control and Laboratory Use - EMC 
Requirements - Industrial)

RoHS Compliant 
適合

	
APP（アプリケーション）	
設定パラメータ 

温度範囲 (線形出力) 
線形電圧出力タイプと警報出力の閾値とヒステリシス 
放射率設定 
反射温度補正

温度単位 
°C / °F

信号処理 
平均化時間 (0.125 から 60 秒) 
ピーク値及び谷値ホールド 
ホールド時間 (0.125 ～ 1200秒)

リアルタイム温度読み取り 
NFC 機器をセンサにかざして連続で読み取り可能

機械仕様
容器材質：黒色アルマイトとABS
ケーブル長：　1m (要望により、それ以上の長さも提供）

PyroNFC はスマートフォンに搭載されている NFC(near field communication) を搭載した小型放射温度計です。工業
計測用のリニア電圧とオープンコレクタ出力を備えています。
google play ストアから CALEX 社の専用ソフトを NFC 搭載スマートフォンにダウンロードした後、PyroNFC センサ
の背面にタッチすることで PyroNFC 放射温度計の設定をコンフィギュレーション （変更）できます。スマートフォン
にて測定値の読み取りもできます。スマートフォンを PyroNFC センサにタッチする度に連続的に温度を読み取れます。

アクセサリ 

アクセサリはいつでもご注文でき、現場でご使用できます。以下のアクセサリを提供しています。 
固定取付金具：FBN ; 調整取付金具：ABN ; エアパージカラー : APN

オプション 
オプション部品は工場だけで取付できます。後日、取付はできません。オプションとして： 
校正証明書　及び　1m を超える付属延長ケーブル（最大 30m)

使用について 
PyroNFC センサを取り付けます。そして必要な配線接続を行ってください。 
PyroNFC センサを取り付け前に以下の注意点を読んでください。

準備 
測定スポット面積だけを測定できるように位置決めを実施ください。 



3 / 8 CALEX テクノロジー株式会社
℡ 045-228-9447/fax045-228-8466　https://calextechnology.com

PYRONFC INM-J 220527

測定距離と測定径の比（D/S比） (インチ)

9
43

76

0.4
1.7

3.0

0 19.7 39.4

0 500 1000

Sp
ot
 D
ia
.

(in
ch
es
) 

Sp
ot
 D
ia
.

(m
m
) 

D:S 15:1

測定距離と測定径の比（D/S比） (mm)

PyroNFCセンサ

正しい

正しくない

背景

測定スポット面積より
測定対象物が大きい

測定スポット面積より
測定対象物が小さい

測定距離と測定径の比（D/S 比）について
PyroNFC センサは下図よりも離れた距離からも使用で
き、大きなスポット径を測定できます。測定精度は測
定対象物とセンサ間の距離の影響は受けません。
センサと測定対象物間の空間に埃、水蒸気などの障害
物質がなければ対象物との距離には限度はありませ
ん。

正しい測定方法について
測定対象物よりも測定スポット面積が小さくなる位置に
PyroNFC センサを取り付けてください。
測定スポット面積が測定対象物より大きくなってはなり
ません。背景の温度まで測定することになり、大きな誤
差となります。

周囲温度
センサは 0℃～ 80℃の使用周囲温度で動作するように設計されています。
熱衝撃は避けて下さい。また、周囲温度が大きく変化する場合はセンサ自身の温度が安定するまで、使用開始を 20
分待ってください。

周囲雰囲気について
煙、埃などはセンサのレンズの汚損原因となり温度測定精度に影響を与えます。これらの雰囲気で測定する場合は
オプションのエアパージカラーを取り付けてレンズ面を清浄に保持してください。

電磁波障害について
電磁波による障害、ノイズを低減するため、PyroNFC センサはモータ、発電機などの発生源から離れた場所に設置
してください。

配線接続ついて
PyroNFC センサの取付場所と計装システム間の距離を確認してください。必要であれば、長いケーブルを注文くだ
さい。

DC 電源
電圧が 6V ～ 28VDC の範囲であることを確認してください。出力 0 ～ 10V が必要な場合は電源電圧は最低 12VDC
必要です。
[ 重要 !] 電源配線は必ず、PWR+ と PWR - のみに接続してください。電源ＯＮする前に極性に間違いないかを再確
認してください。電源の ON/OFF を瞬時に繰り返さないで下さい。電源を OFF して、再度 ON にするには 15 秒待っ
てください。
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固定取付ブラケット　

取付金具

31.0 31.0

7.0

9.0

22.0
2 x 取付穴　M4 隙 間

24.0

25.0

15.0

60°

60°

50.0

33.5

9.0

49.049.0

Ø13.5 セ ン サ 取 付 穴 4 x 取付穴 Ø3.2

単位：　mm

調整可能取付ブラケット

センサの取付について 
センサには 1m 長さのケーブルと２つの取付ネジが標準付属しています。センサは貴社独自に取付穴、またはオプ
ションの 2 種類の取付ブラケットを使用して取り付けしてください。 
付属の２つのネジの長さは 8mm です、最低 2mm 厚みのパネルまたはブラケットを使用ください。 
取り付けの際はセンサの測定レンズの前に障害がない見通しのよい状態を確保してください。エアパージカラーを 
使用する場合は障害にならないように穴を取り付けください。 
( 記）センサは、ケーブルシールド又は取付ネジのどちらかで、1 点のみで接地しなければなりません。

単位：mm

14.0

Ø13.5

Ø31.0

2 x穴
Ø3.2

Section A-A

A

A

21.5
センサ側空気

出口

エア入口
ホース穴
Ø5mm

エアパージカラーについて 
エアパージカラーは埃、煙及び湿度などの汚損物質をレンズから遠ざけるために使用します。センサと取付板間
にエアパージカラーを取り付けます。このための長めのネジが提供されています。取付板厚は最低 2mm として
ください。エアは空気入口取付のホースから流れ込み、全面の穴から前に噴出します。空気量は 5 ～ 15㍑ / 分が
適しています。
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+

-

PWR+

PWR-

OP+

-
21.5Ø 31.0

2 x 取り付け穴
M3 x 0.5 mm
長さ 7 mm

Ø 5.5 
nominal

Type K 
熱電対出力 

 

電源電圧
6 ～28 V DC

AL

OP- 

NFC内蔵スマートフォン
をここにタッチ 

29.0

13.3

+

-

PWR+

PWR-

OP+

0 V

Ø 3.2 
nominal  0 ～5 V DC, 

1 ～ 5 V DC又は
0 ～ 10 V DC 

6 ～ 28 V DC

Protection 
diode

AL

測定視野角 

オープンコレクタ警報出力
0～24VDC, 50 mA 

保護ダイオード

PN151-K (K熱電対出力の場合)

PN151(電圧出力の場合)

電圧出力

オープンコレクタ警報出力
0～24VDC, 50 mA 

DC電源

電気配線接続と PyroNFC センサ寸法図 

PN151  配線色とタグ
赤色 PWR+ 電源 +
青色 PWR- 電源 -
黄色 AL オープンコレクタ

警報出力
緑色 OP+ リニア電圧出力：

0 - 5V 又は 0-10VDC

PN151-K  配線色とタグ
赤色 PWR+ 電源 +
青色 PWR- 電源 -
紫色 OP - K 熱電対出力 - 
緑色 OP+ K 熱電対出力 +

＊　冷接点補償を表示器またはコントローラで有効にしてください。
注意！　PyroNFC センサに電源を ON する前に必ず全ての配線接続が正しいことを確認ください。
K タイプ熱電対を延長するには適合補償導線とコネクタが使用されているか確認ください。銅線または他の金属を延
長ケーブルに使用しますと測定精度に影響を与えます。
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使用方法
PyroNFC センサを固定し、電源とケーブル（エアパージを使用の場合、エアを ON）が正しく接続されますと以下の

手順で測定を開始します。
• 電源を ON にします。
• センサに接続された計測システムを ON にします。
• 温度測定を開始します。

センサのコンフィギュレーション （設定）と温度測定方法
センサは google play ストアから CALEX 社の無償 PYRONFC 用アプリソフトを NFC 搭載
スマートフォン（又はタブレット PC）にダウンロードしますと全てのパラメータを自
由にコンフィギュレーション （設定）できます。
Google Play Store で ” PyroNFC " と検索してダウンロードください。
スマートフォンなど NFC 搭載機器を PyroNFC センサの背面にタッチして温度測定値を
読みます。スマートフォンなどをタッチを継続しますと連続的に測定温度が読み取れま
す。PyroNFC センサへの電源供給を忘れないでください。
アプリソフトを使用してパラメータをコンフィギュレーション （設定）します。" Write 
to Sensor （センサに書き込み）" をタップします。設定を書き込むには NFC 搭載スマー
トフォンをセンサ背面にタッチしますと設定が完了したこを示すメッセージが認する
NFC 搭載スマートフォンなどに現れます。
次の新しい設定をする際は約 5 秒待ってから実施ください。設定の読み書きには

PyroNFC センサへの電源供給は必要ありません。

PN151K センサのコンフィギュレーシ（設定）について
タイプ K 熱電対出力の温度範囲は０℃～ 1000℃です。変更は出来ません。
アプリケーションソフトウエアの電圧出力タイプとリニア電圧出力のスケーリングは PN151K センサの場合は無効
となっています。アプリケーションソフトのドロップダウンリストから正しきセンサ型式を選択してください。

使用上の注意点
• K センサが急激な温度変化（高温から低温、低温から高温）に晒される場合は測定を開始する前にセンサ自身の

温度が安定するまで約 20 分待ってください。
• 大きな電磁界（例、アーク溶接又は誘導ヒータなど）の近傍で PyroNFC センサを使用しないでください。

電磁干渉により測定誤差を生じます
• 測定前に PyroNFC センサの配線接続が正しいことを確認ください。
• PyroNFC センサのケーブルシールド線又は取付ネジのどちらかを一点接地してください。両方を接地してはなり

ません。
• 電源をＯＦＦした後、再度電源をＯＮする場合、最低 15 秒待って行ってください。

レンズの清掃について
いつも PyroNFC センサのレンズを清浄に保ってください。レンズに埃などが付着しますと測定精度に影響します。
エアダスターなどを使用して埃を除いてください。必要であればオプションのエアパージカラーを取り付けてくだ
さい。

保守について
PyroNFC センサの使用方法、アプリケーション、修理、再校正などが必要の際は弊社又は販売店にご連絡ください。
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症状 推測される原因 解決策
出力なし センサに電源が入っていない 電源と配線接続を確認下さい。

測定温度がおかしい

測定対象物が測定スポット面積より小
さい

測定スポット面積が測定対象物の中に完全に
入るようにするため、センサを測定対象物に
近づけて取り付けます。

測定対象物が鏡面金属
反射がないエリアを測定、または反射しない
ように測定面をペイントするかコーティング
します。

測定視野に障害物がある 障害物を取り除きます。

レンズ表面に粉塵又は結露がある

センサのレンズを清掃、乾燥させます。ソフ
トなレンズ清掃用クロスと水で拭いてくださ
い。それでもダメであればエアパージカラー
を使用ください。

配線が間違っている 配線のカラコードを再度確認してください。

温度の電圧出力に異常がある
出力温度のスケーリングが間違ってい
る

PyroNFC センサに適合するように、測定機器
の温度範囲をスケーリングをやり直します。

熱電対出力の温度に異常がある
冷接点補償がない（CJC) 又は間違っ
た補償導線が使用されている

冷接点補償を有効にする；補償導線とコネク
タが熱電対タイプに適合するようにします。

トラブルシューティング表

デフォルト設定 
PyroNFC センサは Android 用アプリケーションを使用してプログラミングできます。以下のデフォルト（工場出荷
時）設定で問題なければ、直ぐに使用できます。

設定項目 プログラミングできる範囲
デフォルト（工場出荷時）
設定値 PN151 の場合

デフォルト（工場出荷時）
設定値 PN151K の場合

出力電圧＊ 0-5V/1-5/0-10V 0-10V Type K 熱電対（固定）

下限温度範囲＊ 0℃～ 900℃ 0℃ 0℃

上限温度範囲＊ 100℃～ 1000℃ 1000℃ 1000℃（固定）

警報トリガ High/Low/Off High High

警報、モニタ温度 測定対象物 / センサ内部 測定対象物 測定対象物

警報設定点 0℃～ 1000℃ 30℃ 30℃

警報ヒステリシス 0℃～ 30℃ 1℃ 1℃

警報モード Active High/Active Low Active High Active High

警報リセット Auto/Manual Automatic Automatic

放射率 0.2 ～ 1.0 0.95 0.95

反射エネルギー補正 ON/OFF OFF OFF

反射温度 0℃～ 1000℃ 25℃ 25℃

平均時間（秒） 0.125 ～ 60 0.125 0.125

ホールドモード
Peak/( ピーク値 )/
Valley（谷値）/Off

Off Off

ホールド時間 0.125 ～ 120 秒 250ms 250ms

＊これらの設定は PN151K では提供していません。



8 / 8CALEX テクノロジー株式会社
℡ 045-228-9447/fax045-228-8466　https://calextechnology.com

PYRONFC INM-J 220527

保証について 
CALEX ELECTRONICS LTD( 英国）は通常の使用時における当該製品に対してご購入日から 2 年間の保証をしています。
この保証は弊社販売店から購入頂きました最初のご購入者に対してのみ行っています。ご了解御願い申しあげます。 

CALEX テクノロジー株式会社
〒 231-0002　横浜市中区海岸通 4-23
マリンビル 8F
℡ 045-228-9447/fax045-228-9503
http://calextechnology.com/


